
えてい く必 要があ る。そ うした地域のあ り方が、交通革命以前か ら存在 していた世界が中東

だ ったのではないだろうか。中東の研究者にとっては、イスラーム以前に しろ、イスラーム以

後に しろ、移動の問題を避けることはできない。遊牧 にして も、イスラーム以前か ら存在 して

いたことなのである。 ともか く、地域を属地的、あるいは属入的という視点か ら整理 して、考

えていくことが重要であると思 う。

第三点 目は、二点 目で述べた ことにもかかわ らず、それぞれの人間が、生 まれ育 った地域が

あ る。それがどこまでっ いて まわるのか、 とい うことであ る。 これにっいては、高橋 さんが

お っしゃったように、教育が関連 して くるし、また家族、あるいは社会 も関連 して くるであろ

う。面的世界が主要であ った時代には、人はだいたい一定の所に生まれ、育て られていた。文

化のインプ ッ トが一定の場所で行われていたのである。ところが留学などのために、人が動 き

はじめると、生 まれた所、育 った所でない文化がイ ンプ ットされ る面が様々な場所に及ぶ。一

っの場所に限 られない。っまり、 ここで考えたいのは、地域が器であるというこれまでの認識

に対 し、む しろ人間そのものが器であ って、人間が地域を自分の中に取 り込んでい くケースも

あるのではないか ということである。いままでは、一っかせいぜい二っの地域が人間の中にあ

るだけであったのが、 これからは、多数の地域、あるいは文化がある種の愛着空間として、人

間という器の中に取 り込まれていく。そのような時代が、現在 と未来であろうと考えている。

冒 頭 発 言 II

高 谷 好 一

私 もレジュメに三点記 した。一つ 目は、片倉 さん とほとんど重な っている。残 りの二点では、

中東 と東南アジアの対比を具体的な図を もとに して考えを記 してみた。

まず地域研究 とはいったい何を狙 うのか、あるいは何のために地域研究をす るのかという問

題がある。それに対する私の答えは、ポス トモダ ンの世界秩序を考えるとき、地域に分割 した

ほうが考えやすいのではないか ということである。ただ し、ポス トモダンの状況において、世

界は地域 に分かれてい くのか、あるいは属人的な 「個」から地球世界に直結す る形になるのか、

の見通 しはたっていない。 しか し、私 はそこには地域が入 ると思う。それゆえに地域を考えて

いきたいと思 っている。
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ここか ら、 レジュメに沿 って話 してい く。 「私の地域研究の解釈」と一番 目に書いている。

それは、今述べたよ うなポス トモダンの状況における世界秩序を考えたい、ということである。

大塚さんがラッキ ョウの皮むきとお っしゃったが、私 はそういった起源論には興味はない。現

状における地域を考えていきたい。

ところで、古川 さん と、家島さん、大塚 さんのご報告を聞いて、二派あ ると思 った。家島さ

んのご報告と大塚 さんのご報告は、私流の解釈では非地域研究的であった。 どうい うことかと

いうと、家島さんのお話では、数学 モデルが与え られたように思 った。ネ ッ トワー クがあって、

そのノー ドに原都市ができ上がる。そ して農村は、その原都市の要求に応 じて後に形成される、

というシェーマがある。 これはある種の普遍論理であ り、そこか ら議論がなされ る。 まさに学

問であると感 じた。大塚 さんの場合、様 々なことをお っしゃったが、やはりイスラーム学者で

あると感 じた。イスラームを中心におかれているよ うに感 じた。いずれ も、片倉学派 と言える

ので はないか。

属人的という視点 とは、人間を調べれば世界が分か る、 「人」にすべてが付随 している、と

いう見方であろ う。 それは正 しいか もしれないが、その視点を採用 したとき、地域研究 はどの

ように解釈されるのか、あるいはそれと地域研究はどのように整合性を持つのか、が問題にな

る。そ こで、蝶 々的視点 と書いた。例えば大塚さんの場合、イスラーム学者 というしっか りし

た位置を 占めてお られ、そ こか ら中東を見、東南アジアを見、アフ リカを見、あるいは社会全

体を見る、という定点観測なのである。私 は素人であるため、そ うした視点は もてない。東南

アジアを正面から見 るか もしれない し、後ろか ら見 るかもしれない、という極めて無節操な視

点か ら私は地域を見ている。 この無節操な立場か ら言 うと、家島さんの数学的なモデル も、大

塚さんの学者的な見方 も、非常 に固いと思 った。これにっいては後に反論があろうかと思 うが。

ともか く、地域の問題への接近の仕方に明 らかに二派あると思 った。属人的視点をとる派と属

地的視点をとる派である。 これは、地域研究を始め る際の最初の問題であるように思う。

二点 目では、東南アジアと中東との対比、あるいは関連を、抽象的な議論ではな く具体的な

イメージとして示 したい。それが レジュメの図である。今回、皆が重要であると知 りなが ら、

時間 との関係 もあって、取 りあげなかったテーマがある。それは中東における遊牧の問題 と、

東南アジアにおける森その ものの問題である。
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中東 の東西 断面(上)と 東南 アジアの東西断面(下)

上 の 図 は 中 東 で あ る 。 左 に 地 中 海 、 そ して レバ ン トの 山 脈 が あ り、 そ の 背 後 に ダマ ス カ ス が

あ る。 そ れ か ら、 チ グ リ ス の 大 シ リア の 平 原 が 拡 が り、 ザ グ ロ ス の 山 が あ っ て 、 後 ろ に イ ス

フ ァハ ンが あ る 。 最 後 に ペ ル シ ャ の 高 原 が あ って 、 ア フガ ンに つ な が る 、 と い う 断 面 図 で あ る。

これ に 従 って 言 う と、 レバ ン トと ザ グ ロス の 山 の 高 い と こ ろ に 木 が チ ョ ロ チ ョロ とあ って 、 そ

の 麓 に 街 が あ る。 そ して 図 で は小 さ く描 い て あ る が 、 実 際 に は 大 き な 砂 漠 、 な い しは草 原 が 拡

が って い て 、 そ こ で 遊 牧 が 営 まれ て い る 。 これ が 東 南 ア ジ ア と対 比 した 際 の 、 中 東 の イ メ ー ジ

で あ る。

下 の 図 は東 南 ア ジ ァ で あ る。 左 が イ ン ド洋 で 、 そ の 後 ろ の 島 々 は そ れ ぞ れ 、 ス マ トラ と ボ ル

ネ オ 、 ス ラ ウ ェ シ な ど を 表 わ して い る。 ス マ トラ 島 は 、 この 図 の よ う に イ ン ド洋 の 側 は急 峻 で 、

マ ラ ッ カ海 峡 に 平 らに 伸 び て い る。 す べ て 木 で 覆 わ れ て い る。 次 い で 、 小 さ な 島 が い くっ か あ

り、 ボ ル ネ オ 島 が あ る。 さ らに 東 に は、 ス ラ ウ ェ シが あ る。 この 島 々 の 間 に海 が 拡 が って い る 、

と い う図 で あ る 。
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中東 も東南アジアも共 に、昨 日か らの議論 されているように、交易のネ ッ トワークが拡がっ

ている。それは事実であるが、 このように図に示 してみると、やっぱ りだいぶ違 う。中東は都

市 と遊牧の世界だ。一方、東南アジアは森と海の世界である。中東の人々は基本的にはその都

市、とりわけ城郭で囲まれた都市の住人だ。そ こか ら出歩いていって商業を している。 しか し、

東南ア ジアの人達は森の人だ。小舟で海に乗 り出すが、多 くは森を背に して森のカ ミガ ミを恐

れなが ら生活 している定着民だ。やっぱり二つの世界 は相当違 うのではないか、 というのが私

の考えだ。

こんな単純化 をした後で言 い出すのはおか しいのだが、本当の中東はどんな具合 になってい

るのか、教えて いただ きたい。中東班の方々は中東の中での差異にっいて触れておられたが、

そこは本当はど うなっているのか。一つの世界と して捉えてよいと考えているのか、あるいは

分けられ るのか。 これにっいて うかがいたい。

私 は、実は分 けられるのではないか とも思 っている。例えば、今 日大塚 さんがおっ しゃった

農事暦の話や、魔除けの習慣などを考え ると分 けられるよ うに思 う。そ うしたところからは小

文字のイスラームが出て くるのではないかと考えている。大塚 さん は、今日の話で は、大文字

のイスラーム、っまり正統的なイスラームがやはりあるのだ、ということを強調 していた。小

文字のイスラームで考え ると、地域 はどのようになるのか。それを教えていただきたい。

上岡さんは、片倉 さんの本の中で地と柄 という考え方を書いてお られた。柄ばか り見ている

とイスラーム世界は一様に見えるのであるが、地は違 うといったような ことを書いておられた。

そ うした観点か らいうと、ペルシャや トルコは、同 じイスラームであって も他の国 とは違 うと

いうことになるのだろ うか。属人地域という発想は大変重要だと思 うのだが、中東の実体を知

るために、そのあた りの ところを教えていただ きたい。
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